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概要

バッチモードを備えている Agilent 7696A サンプル前処理ワークベンチを使用すること

で、さらなる時間の短縮とリソースの削減を実現することができます。非バッチモード

とバッチモードのサンプル処理を使用し、一般的なサンプル前処理タスクを実行しま

した。洗浄溶媒の使用量およびサンプルあたりの所要時間を比較しました。
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はじめに

Agilent 7696A 自動サンプル前処理ワークベンチは、ガスクロマ
トグラフィー (GC) または液体クロマトグラフィー (LC) 分析用
の多くのサンプル前処理タスクを実行することができます。ワー
クベンチは 2 つの液体処理タワー、最高温度が 80 °C の 1 つの
バイアルヒータ、1 つのバイアルボルテックスミキサ/バーコー
ドリーダで構成されています (図 1)。したがって、希釈/分注、
液体の添加、サンプルの加熱、液液抽出、サンプルの混合が可
能です。ラックは個別に加熱/冷却することもできます。このサ
ンプル前処理装置は、GC に設置する 7693A 液体オートサンプ
ラ [1] と同じ正確さと精度でタスクを実行することができます。

Agilent 7696A サ ン プ ル 前 処 理 ワ ー ク ベ ン チ で は 、 Easy
SamplePrep のソフトウェアを使用して、サンプル前処理プログ
ラミングを大幅に簡略化することが可能です。Easy SamplePrep
(ESP) の機能には、アイコンによるプログラミングとリソース
マネージャがあります。ドラッグ & ドロップエディタを使用す
ることで、ラボノートのプロトコルや手順に従うようにサンプ
ル前処理メソッドを作成することができます。ESP は、サンプ
ル前処理ステップをテキストでも表示できます。ESP には、
バッチモードと非バッチモードの 2 つの操作モードがあります。
非バッチモードでは、各サンプルを 1 つずつ順番に処理します。
つまり、すべてのステップを 1 サンプルずつ実行するため、
次のサンプルに移る前にそのサンプルの前処理が完了します。逆
に、バッチモードでは、サンプルを並行して処理します。つま
り、すべてのサンプルで個々の各ステップを実行してから次の
サンプル前処理ステップに移るため、すべてのサンプルがほぼ
同時に完了します。

非バッチモードとバッチモードの両方の処理を使用して、脂肪
酸をエステル化するための自動化メソッド [2] を実行しました。
各モードでは、洗浄溶媒の使用量に加えて、サンプル前処理の
実行時間についても違いがあります。

結果と考察

バッチモード処理により、大幅な時間の短縮とリソースの削減
が可能になります (表 1)。[2] で概説したメソッドを使用して 6
つのサンプルを作成したところ、非バッチモード処理ではサン
プルあたりの所要時間は 45 分間 (6 つのすべてのサンプルを作
成するには 270 分間) でした。一方、バッチモードを使用した
ところ、6 つのすべてのサンプルの前処理は 138 分間で完成し、
サンプルあたりの平均所要時間は 23 分間でした。時間が大きく
短縮されたのは、すべてのサンプルを加熱ラックに移動し、20
分間の反応時間の後に、すべてのサンプルを元の場所に戻すこ
とができたからです。このようにバッチモードでは、すべての
サンプルを同時に加熱することができます。これに対し、非
バッチモードは各サンプルを加熱するのに 20 分ずつ時間がか
かります。

図 1. Agilent 7696A サンプル前処理ワークベンチ

表 1. 時間の短縮とリソースの削減

バッチサイズ n = 6 非バッチ バッチ 改善点

プログラミングステップの数 12 12 n/a

洗浄ステップ 9 9 n/a

洗浄回数の合計 54 9 1/n (n 回)
時間の合計 4.5 時間 2.3 時間 〜50 %
サンプルあたりの所要時間 45 分 23 分 〜50 %
洗浄量 15.3 mL 2.55 mL 1/n (n 回)
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同様に、洗浄溶媒使用量を比較すると、バッチモードの優位性
は明らかです。バッチモードを使用してサンプルを処理すると、
洗浄ステップは 9 回だけで、溶媒使用量は合計で 2.6 mL でし
た。非バッチモードを使用して 6 つのサンプルを処理した場合
も、使用した洗浄ステップの回数は 9 回でしたが、洗浄回数は
合計で 54 回になり、溶媒使用量は 15.3 mL でした。バッチモー
ドを使用してサンプルを処理することにより、このアプリケー
ションでは、洗浄溶媒の使用量が 6 分の 1 に減少しました。

結論

Agilent 7696A サンプル前処理ワークベンチ向けに開発された
バッチモードと非バッチモードの処理を比較して、バッチモー
ドを使用したときのメリットを示しました。バッチモードによ
りサンプルあたりの所要時間が短縮されます。ここで挙げた例
では、バッチモードによりサンプルを 2 倍速く処理できるよう
になりました。さらに、バッチモードを使用すると、洗浄溶媒
を大幅に削減することができます。バッチ機能を使用すると、
洗浄ステップが n (n はサンプルの数) 分の 1 に減少し、洗浄溶
媒の使用量も n 分の 1 に減少します。6 つのサンプルでは、こ
の結果、洗浄溶媒の使用量は、非バッチモードで処理した場合
の 15.3 mL に対して、6 分の 1 の 2.6 mL になりました。この結
果、機器のスループットが向上するため、時間とリソースの大
幅な削減となります。
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詳細情報

これらのデータは一般的な結果を示したものです。アジレント
の製品とサービスの詳細については、アジレントの Web サイト
(www.agilent.com/chem/jp) をご覧ください。
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